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第一回検数労連全国代表者会議開催！


２０２１冬季一時金闘争について全体的な意思統一を図る。














　１０月２７日から２８日にかけて、蒲田日港福会館にて、検数労連第一回全国代表者会議を開催し、現在の港湾情勢やこれまでの活動経過、２１冬季一時金要求組織と闘争方針を中心に議論が交わされました。





【冬季一時金について】


　２１冬季一時金要求組織と闘争の進め方について各地域から意見を求めた結果、すべての地域から要求組織については『中央支持』との結果を受けました。


　闘争の進め方については次の通りの意見が多く出されました。





【各地域からの意見】


・これまでの一時金回答で問題視しているのは全日検での地域間格差回答、日検協会では乗率が下がって一律重視の姿勢になっていることである。よって、今冬季一時金では地域間格差の是正と乗率重視の回答を出させるような取り組みが必要と考える。


・コロナ禍の中、現場で働いている従業員に報いるような回答を求めてほしい。また、一時期に比べ荷動きが活性化してきた。そのような中、人手不足で働いている従業員に応えるためにも要求に沿った満額回答を出させるよう頑張ってもらいたい。


・支部収支に一喜一憂することなく、安定した一時金を回答させるよう闘争を構築していただきたい。


・基本的に業績は『反対』との立場だが、一方で地域間格差に対するセーフティーネット対策を重視した回答を求める必要がある。











































































































・今冬季一時金についてはコロナ


前の１９冬季一時金回答がスタ―トとなる。基本的には組合要求に沿った回答内容での金額の上積みを求めてほしい。また、両協会に対し、支部間格差のない回答を強く要求してほしい。






























































《全労連青年部定期大会報告》


　９月２５日・２６日に開催された全労連青年部第３４回定期大会に、青年を代表し中四国支部の明田さんがオンラインで参加され、次のような報告が出されました。


【大会参加感想】


　今回、全労連青年部の活動の一環として中四国青年部として参加しました。


　毎年、分会や支部の会議、支部や中央の定期大会などには参加していましたが、今回の活動は青年部として初の試みでとてもいい経験になりました。


全労連青年部の活動では『要求が出し合え、実現できる青年部づくり』『青年の誰もが人間らしく生


き、働けるケアを大切にする社会
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の実現』『一人ひとりの人権が大切にされる社会をつくる』『働く青年の要求を政治に届ける』をテーマに掲げ、活動してきたとの報告がされました。


　大会では全国の労働組合の青年部の方々と話す機会がありましたが、自分たちが全国青年部で掲げている運動方針と似ていたため、すごく共感を得ました。また、若年層が抱えている最低賃金に対する考えが他労組の青年部の共通する議題であることを知り、全国青年部でも取り扱うべきではないかと強く感じました。


２日間という短い期間ではありましたが、他労組の青年部との交流も深まり、全労連青年部第３４回定期大会に参加して学習できたことをうれしく思います。今後も全労連青年部から活動のお話があれば、積極的に参加していこうと考えています。


　中四国支部青年部として今回培った知識等は青年部役員の中でも共有していき、活動に活かしていきたいと思います。
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《秋田港学習会開催》


１０月２２日秋田港での新規参入問題の現状把握と、秋田港で働いている若手組合員を対象とした学習会を開催し、中央から瀬戸委員長・山田副委員長・石渡書記次長が参加しました。


　学習会では瀬戸委員長が秋田港で問題視されている港湾運送事業者ではない業者の港湾運送事業新規参入問題の経過と、それに対する全国的な行動などを説明、山田副委員長からは全日検と組合の過去の歴史から現在に至るまでと組織の大切さ、石渡書記次長からは労働組合の役割と組合加入の大切さなどが説明されました。また、秋田港学習会の前段では、秋田港新規参入問題に対する意見交換として、現地で対応している秋田県港湾労働組合協議会の藤川議長を表敬訪問し、秋田港の現状と今後の対応など意見交換を行いました。


　参加した若手組合員から、次のような感想が出されましたので掲載します。


【秋田港学習会参加感想】


　秋田県の港湾情勢について、港湾運送事業者ではない業者の新規参入問題など予断を許さない状況であることが理解できました。このことは検数業にも深く関わるという話を聞き、自分たちも普段の港湾情勢には注視する必要があると感じました。


　秋田の組合員は１０代２０代ばかりで組合の活動がよく分からないでいたが、普段何気なく働いている賃金や労働条件など業と組合の交渉の下で成り立っているという事が分かりました。また、組合の歴史など全般的に分かりやすく説明していただき、組合が身近な存在であることが理解できました。これからは一層理解を深め、要望など


あったら積極的に活用したいと思います。





















































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


